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穣
・
富
・
勝
利
・
平
和
・

安
ら
ぎ
と
い
っ
た
前
向
き

な
イ
メ
ー
ジ
の
象
徴
と
さ

瀬
戸
内
地
方
は
国
内
最
大
の
オ
リ
ー
ブ

生
産
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
、
小
豆
島
の
生
産
者
が
栽

培
を
推
奨
す
る
ほ
ど
、
次
世
代
産
地
と

し
て
の
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
が
九
州
地
方
だ
。
栽
培
に
と
っ
て

必
須
条
件
で
あ
る
温
暖
な
気
候
を
備

え
、
規
模
を
問
わ
ず
７
県
全
県
で
の
栽

培
実
績
が
あ
る
。
特
に
鹿
児
島
県
日
置

市
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
オ
リ
ー
ブ
産

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
日
置
オ

リ
ー
ブ
事
業
）
は
、
地
域
金
融
機
関
と

自
治
体
が
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で

に
携
わ
る
と
い
う
、
地
方
創
生
の
一
大

案
件
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
担
い
手
は
、
鹿
児
島
県
を
主
な

営
業
エ
リ
ア
と
す
る
鹿
児
島
銀
行
と
、

栽
培
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
日
置
市
。

本
稿
で
は
、
鹿
児
島
銀
行
に
よ
る
地
方

創
生
へ
の
支
援
体
制
を
み
た
う
え
で
、

同
行
が
日
置
市
と
並
走
し
て
進
め
る
日

置
オ
リ
ー
ブ
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
取

組
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

鹿
児
島
銀
行
は
、
か
ね
て
か
ら
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
へ
の
対
応
を
重
視

「
種
」「
芽
」「
実
」
の

３
ス
テ
ー
ジ
で
支
援
を
実
行

れ
、
世
界
の
国
旗
・
国
章
に
も
多
数
使

用
さ
れ
て
い
る
常
緑
樹
、
オ
リ
ー
ブ
。

そ
の
実
か
ら
採
れ
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

は
地
中
海
産
の
も
の
が
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
が
、
近
年
、
国
内
の
オ
リ
ー
ブ

産
業
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
オ
リ
ー
ブ
産
地
と
い

え
ば
、
香
川
県
の
小
豆
島
を
思
い
浮
か

べ
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
植
樹
か
ら
１

０
０
年
を
迎
え
た
小
豆
島
を
筆
頭
に
、

近
隣
他
県
で
も
苗
木
の
栽
培
が
進
み
、

豊

し
、
エ
リ
ア
内
経
済
規
模
の
維
持
・
拡

大
に
向
け
た
施
策
を
相
次
い
で
打
ち
出

し
て
き
た
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
ン
ク

だ
。
特
に
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
関

し
て
は
、
ア
グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
な

ど
特
徴
的
な
取
組
み
で
支
援
を
実
践
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

地
方
創
生
へ
の
地
域
金
融
機
関
の
積

極
的
参
画
が
掲
げ
ら
れ
て
か
ら
は
、
九

州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ

Ｇ
）
と
し
て
経
営
統
合
（
平
成
27
年
10

月
）
に
至
っ
た
肥
後
銀
行
と
と
も
に
、

「
創
生
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以

下
、
創
生
の
森
）
を
立
案
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
も
と
、
経
営
戦
略
で
あ
る
第

６
次
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
内
閣
官
房
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
軸
と
し
て
、「
金
融
力
を
も
っ

て
〝
し
ご
と
の
創
生
〟
に
向
け
た
好
循

環
を
作
る
」
こ
と
に
尽
力
し
て
い
る
。

「
九
州
Ｆ
Ｇ
と
し
て
、
地
方
創
生
へ
の

取
組
み
に
あ
た
る
理
念
を
掲
げ
た
も
の

が
創
生
の
森
で
す
。
地
方
創
生
に
お
い

て
は
『
最
初
の
種
蒔
き
だ
け
で
な
く
、

芽
を
し
っ
か
り
育
み
、
最
終
的
に
実
を

結
ば
せ
る
』
と
い
う
段
階
ま
で
案
件
を

運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
創
生
の
森
で
は
、
創
生

の
『
種
』『
芽
』『
実
』
と
い
う
三
つ
の

ス
テ
ー
ジ
を
設
定
し
た
う
え
で
、
グ
ル

ー
プ
の
金
融
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
最

終
的
な
『
実
』
と
し
て
、
特
に
雇
用
創

出
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
」（
福
川
鉄
平
調
査
役
・
鹿
児
島
銀

行
地
域
開
発
部
・
地
域
開
発
室
）

　

合
わ
せ
て
鹿
児
島
銀
行
で
は
、
第
６

次
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
農
林
水

産
、
医
療
介
護
、
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
と
い
う
よ
う
に
、

地
域
特
性
を
重
視
し
た
産
業
分
野
の
ク

ラ
ス
タ
ー
化
を
推
進
。
同
時
に
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
も

と
、
営
業
店
の
担
当
支
店
長
な
ど
が
県

内
の
各
自
治
体
と
膝
を
詰
め
て
、
地
方

版
総
合
戦
略
の
推
進
を
支
援
す
る
。
こ

れ
ら
は
と
も
に
、
創
生
の
森
の
３
ス
テ

ー
ジ
構
成
の
理
念
に
基
づ
き
実
践
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

鹿
児
島
銀
行
に
お
い
て
こ
う
し
た
地

域
支
援
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
平

成
28
年
４
月
に
組
成
さ
れ
た
「
地
方
創

生
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ

Ｔ
）」（
図
表
１
）。
地
域
開
発
部
を
事

務
局
と
し
て
、
６
つ
の
部
と
関
連
会
社

の
九
州
経
済
研
究
所
で
構
成
さ
れ
る
総

合
支
援
チ
ー
ム
だ
。
基
本
的
に
は
、
営

業
店
の
う
ち
自
治
体
や
公
共
団
体
の
取

本
部
・
営
業
店
が
連
携
し

総
勢
１
０
０
名
体
制
で
推
進

第6回

「
オ
リ
ー
ブ
」
に
よ
る
新
産
業
創
出
の
取
組
み

鹿
児
島
銀
行

強
み
を
活
か
し
た
役
割
分
担
で
栽
培
・
加
工
・
販
売
ま
で
を
支
援

銀
行
・
自
治
体
が「
本
気
」の
姿
勢
で

持
続
可
能
な
経
済
資
源
育
成
に
着
手

図表１　鹿児島銀行の地方創生支援体制

総勢約100名体制地方創生推進
プロジェクトチーム

【プロジェクトリーダー】
地域開発部担当役員
【サブリーダー】
地域開発部長

【営業統括部】
営業統括部長
担当主任

【営業支援部】
営業支援部長
担当主任

【医業支援部】
医業支援部長
担当主任

【融資部】
融資部長
担当主任

【経営企画部】
経営企画部長
担当主任

【人事部】
人事部長
担当主任

【KER】
企画戦略部長
担当

【事務局：地域開発部】

営業店サポート（進捗・調整）
地方創生応援メニューの
実施・推進　

地方創生応援メニューの検討

グループ会社等
（KER、鹿児島カード等）

事務局：地域開発部
構成：営業統括部、営業支援部、医業支援部、
　　　融資部、経営企画部、人事部、KER、
　　　以上における担当者

総合戦略推進支援業務
個別案件・事業化支援
連携プロジェクトのサポート 主担当：営業店（地方公共団体取引店39カ店）

副担当：同一市町村内営業店（46カ店）

※東京・大阪・福岡・熊本・沖縄・県庁・副支店・個人特化店・出張所を除く
連携プロジェクトの創成
地方創生応援メニューの推進

地方自治体
支援対象：鹿児島県・宮崎県  53自治体

・鹿児島県・鹿児島市・宮崎県の連携プロジェクトの創成
・地方創生応援メニューの推進

地方創生応援メニューの推進サポート

地方創生ワーキングチーム（新設）


